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本論文は， Se -As -Te 系カルコゲンガラス半導体の薄膜を回転蒸着法で製作し，その電気的お
よび光学的性質など基礎定数について，成分比をパラメーターにしてしらべあげるとともに，この薄





に貢献するところ大である。また， Sa ticon は，ガラス、ド導体薄膜の秀れた均質性により分解能を
上げることに成功し，テレビカメラシステムの小型化を達成した。これらの研究は工学的見地からも
高く評価できる。よって本論文は工学博士論文として価値あるものと認める。
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